
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

志木市高齢者保健福祉計画 
第８期介護保険事業計画 

令和３(2021）年度～令和５（2023）年度 

基本理念 地域で支え合い 笑顔とふれあいあふれる 福祉のまちづくり 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

本計画は、高齢者施策に関する総合計画として、老人福祉法第 20 条の８（市町村老人福祉計画）及び介
護保険法第 117 条（市町村介護保険事業計画）に基づき「高齢者福祉計画」及び「介護保険事業計画」を一
体的な計画として策定するものであり、本市における介護保険制度の計画的かつ効果的な運営に資するため、その
施策を展開するものです。 

また、本計画は、市の最上位計画である「志木市将来ビジョン（第五次志木市総合振興計画）」及び福祉分野
の上位計画である「第４期志木市地域福祉計画」のもと「いろは健康 21 プラン（第４期）／志木市食育推進計
画（第２期）／志木市歯と口腔の健康プラン（第２期）」やその他関連計画の理念や方向性について整合性を
図るとともに「埼玉県高齢者支援計画」「埼玉県地域保健医療計画」及びその一部として位置づけられている「埼玉
県地域医療構想」などの県計画との整合と連携を図ります。 

計画の期間 

概 要 版 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「地域で支え合い 笑顔とふれあいあふれる 福祉のまちづくり」を実現するために、４つの基本目標を掲げ、その目
標に向けた基本施策を展開します。 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の体系 

 
高齢者が住み慣れた地域で 
安心して暮らせるまちづくり 

 
健康を維持し、医療・介護・ 

福祉のサービスが必要に応じて 
利用できるまちづくり 

 
みんなが参加する 

生きがいとふれあいのあふれる 
元気なまちづくり 

 
介護保険を安心して利用できる 

まちづくり 

「地域で支え合い 
笑顔とふれあいあふれる 

福祉のまちづくり」 
の実現 

１ 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり 

【第８期計画で進める重点的な施策】 
超高齢社会の進展と核家族化が進み、地域とのつながりが薄れる中で、複合化した問題や制度の狭間で問題を

抱えたり、既存の制度による解決が困難な課題を抱える高齢者への支援が必要となっています。本市では、高齢者の
身近な相談窓口である高齢者あんしん相談センターのさらなる機能強化と、関係機関、行政と専門機関、さらに地
域住民が協力した横断的な連携を図った相談支援体制を構築し、解決に向けた支援を行います。 

個別課題を解決するための手段として開催している地域ケア会議では、関係する医療や介護、福祉、司法等の専
門職や民生委員などの地域住民が課題を共有し、支援を検討することにより、早期解決を目指します。 

１－１ 相談・支援体制の強化 

１－２ 権利擁護・虐待防止の推進 

１－３ 在宅生活の継続支援 

１－４ 安全・安心の生活環境と住まいの整備 

基本施策 

基本理念 

基本目標１ 基本目標２ 

基本目標３ 基本目標４ 

「認知症サポーター養成講座」 「むねおか元気会」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ みんなが参加する生きがいとふれあいのあふれる元気なまちづくり 

【第８期計画で進める重点的な施策】 
高齢者の中には、これまでの仕事中心の生活から、文化・スポーツ活動やボランティア活動等に生きがいを見つけて

いる人も増えています。高齢者等実態調査において、健康度や生きがい並びに社会参加の度合いが高い人は、幸福
度も高いという結果が出ていることから、高齢者が地域での社会参加に意欲が持てるよう、活動の場や機会の確保を
進めていきます。また、地域福祉の観点からも、高齢者がサービスの「受け手」ではなく「担い手」としても活躍できるよ
う、地域貢献活動参加しやすい環境を整備していきます。 

２－１ 社会参加と生涯現役の推進 

２－２ 地域活動への参加と生きがいづくりの促進 

基本施策 

 
３ 健康を維持し、医療・介護・福祉のサービスが必要に応じて利用できるまちづくり 

【第８期計画で進める重点的な施策】 
将来推計によると、毎年、75 歳以上の後期高齢者が顕著に増加していきます。後期高齢者は、健康上の課題の

個人差が大きくなり、また医療や介護サービスの需要が急激に高まります。住み慣れた地域で自立した生活期間の延
伸、ＱＯＬの維持向上を図るために、高齢者の特性を踏まえた健康支援、介護予防の取組が必要となり、国保デー
タベースなど医療や介護のデータを利活用した保健事業と介護予防の一体的な取組を推進していく必要があります。
なかでも要介護の前段階であるフレイルについては、早期からの予防が重要であり、自主的な取組が地域全体で拡
大、浸透するような仕組みづくりを専門職が関与し、進めていきます。 

３－１ 在宅医療・介護連携の推進 

３－２ 認知症対策の推進 

３－３ 健康づくり・介護予防の一体的な推進 

基本施策 

４ 介護保険を安心して利用できるまちづくり 

【第８期計画で進める重点的な施策】 
経済的に不安のある高齢者でも介護保険制度を安心して利用できるよう、活用できる制度の周知、構築を図って

いきます。また、令和７（2025）年や令和 22（2040）年等の中長期的な展望を見据えた計画的なサービスの
整備や、人材の確保を図る必要があることから、介護人材がやりがいをもって働き続けられる環境づくりと介護現場のイ
メージの刷新に、県と連携の上、対応する等、質の高いサービスの確保に努めます。また、質の高いサービスを提供す
るためには、介護保険事業の安定的な運営が必要なことから、給付適正化に関する取組についての目標を定め、達
成状況に関する評価を行い、結果を公表するよう努める等、一層の取組として強化していきます。 

４－１ 介護保険事業の安定運営と介護保険サービスの向上 

基本施策 

 

「いきいきサロン健康体操」 

「フレイルチェック」 

「ふれあいサロンクリスマス会」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８期の介護保険料について 

【第８期の介護保険料】 
所得段階別及び保険料率は、第７期
計画までは国が政令で定める基準に基
づき９段階の設定としていましたが、負担
の公平性及び低所得者への配慮を考慮
し、第８期計画においては、現在の第９
段階を細分化して 13 段階に変更し、ま
た第１段階から第３段階の保険料率に
ついて、公費による軽減を超える独自の
引き下げを行っています。 

（参考） 
【算定に関する第７期計画との変更点】 
第８期の給付額等の算定に関しては、
被保険者数や認定者数、サービス基盤
の整備による影響額に加え、制度改正に
よる以下の要素を考慮しました。 
 
〇介護報酬改定の影響 
（全体で0.7％の増） 
〇地域区分の見直し 
（５級地→４級地への変更） 
〇高額介護サービス費の見直し 
（高所得者における負担上限額の引き

上げ） 
〇特定入所者サービス費の見直し 
（資産要件の厳格化など） 
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保険料
段階

対象者 保険料率 月額 年額

0.25

(0.45）

0.45

(0.65）

0.65

(0.70）

4

世帯の誰かに市民税が課税されて
いるが、本人は非課税で、前年の
合計所得金額＋課税年金収入等
が80万円以下の方

0.90 4,470円 53,600円

5

世帯の誰かに市民税が課税されて
いるが、本人は非課税で、前年の
合計所得金額＋課税年金収入等
が80万円を超える方

1.00 4,967円 59,600円

6
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額120万円未満の方

1.20 5,960円 71,500円

7
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額120万円以上210万円未
満の方

1.30 6,457円 77,500円

8
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額210万円以上320万円未
満の方

1.50 7,451円 89,400円

9
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額320万円以上400万円未
満の方

1.70 8,444円 101,300円

10
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額400万円以上600万円未
満の方

1.90 9,437円 113,200円

11
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額600万円以上800万円未
満の方

2.00 9,934円 119,200円

12
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額800万円以上1000万円未
満の方

2.10 10,431円 125,200円

13
本人が市民税課税で、前年の合計
所得金額1000万円以上の方

2.20 10,927円 131,100円

1,242円 14,900円

3,229円 38,700円

2,235円 26,800円

1

・生活保護受給者の方
・世帯全員が市民税非課税で、前
年合計所得金額＋課税年金収入
額が80万円以下の方
・世帯全員が市民税非課税で老齢
福祉年金受給者の方

2
世帯全員が市民税非課税で、前年
の合計所得金額＋課税年金収入
等が80万円超120万円以下の方

3
世帯全員が市民税非課税で、前年
の合計所得金額＋課税年金収入
等が120万円を超える方

※かっこ内の数字は、公費による軽減前の料率です。 


